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明日の京都 文化遺産プラットフォーム

文化遺産を護り、育み、創造するために

京都と世界をつなぐ。伝統と創造をつなぐ。人と人をつなぐ。
「明日の京都 文化遺産プラットフォーム」は、我々がいま目にするものだけではなく、

千年前に想いを馳せ、百年後に思いを巡らせることにより、
全ての人々が日々の暮らしの中で京都の歴史の重さを感じ、

それをかけがえの無いものとして捉えるようになることを目指します。

わたしたちは、歴史都市京都を誇りに思っています。 

文化遺産の保存と継承

事業領域
つの5

京都の「伝統文化」の保存と活用

「文化遺産」を災害から
守り育てる

文化遺産所有者や行政・研究者・企業・地域
市民等が多用な視座から文化遺産の持続可
能な在り方を検討、その実現を目指します。

無形文化遺産・伝統文化・伝統産業を
継承するための仕組みや意義につい
て考究します。

「文化遺産」に関する
教育・研究と人材育成
歴史都市京都の文化遺産を取り巻く
課題を、解決へと導く若人の育成を目
指します。

文化遺産を自然災害・人為
災害から守るための施策の
提言と具体化を進めます。

新たな文化遺産の創造
古都京都の歴史・文化を後
世へ継承する文化遺産の創
造を目指します。

●古都京都の「文化遺産」を毀損することなく後世へ継承すること
●「文化遺産」に現代的な課題に応え得る価値を見出し、未来に向けてその存在意義を
高めていくこと

●百年先を見据え、新たに「未来の文化遺産」を創造すること

公益社団法人京都府観光連盟会長
公益社団法人京都市観光協会会長田中　誠二
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文

　火災の脅威に対する備えとして、自然流下水を街中に通水
する「京都盆地復水計画」を提案しています。自然流下水を防
火用水・災害用緊急用水として活用するだけでなく、水辺の
親水空間として市民の方々へ憩いの場を提供するなど、多様
な場面での活用が期待されます。令和7年（2025年度）は「御
所水道」の復元に向けて、フォーラムを行うとともに、冊子の
作成を行いながら、関係各所への説明を行っています。

文化遺産の危機管理研究会
災害から京都を守るためにできること

長期計画

天水バケツプロジェクト短期計画

　御所水道の復元をテーマに、「水と共生するま
ち・京都」の視点から文化遺産と防災の関係を考
えるフォーラムを開催しました。本フォーラムは、

「文化遺産の危機管理研究会」におけるこれまでの検討を踏
まえた構想の発信の場として位置づけられ、阪神・淡路大震
災から30年の節目を機に、火災被害の教訓を振り返りつつ、
防災のあり方を改めて問い直す機会としました。
　基調講演では今泉柔剛氏が、御所水道を江戸時代の水防イ
ンフラとして紹介し、その構造や維持における地域の関わり、

さらに現代の防災都市計画への応用可能性を示しました。続
いて高橋良和氏は都市構造との関係からその意義を論じ、金
度源氏は水と共同体の関係に着目し、御所水道を文化と暮ら
しをつなぐ存在として位置づけました。
　パネルディスカッションでは、防災・文化・都市の観点から
議論が行われ、市民参加や教育活用、防災インフラとしての
可能性など、御所水道の復元を「知恵の継承」として捉える視
点が共有されました。

化遺産の危機管理研究会は、文化遺産を自然災害や
人為災害から守るための施策を検討し、国や府・市に

提案していくことや、市民・地域防災力の向上を目的に平成
29年（2017年）に発足しました。自然災害のなかでも大規模
な直下型地震が京都を襲った際には同時多発火災が発生す
ると想定されます。その被害を減らすため市民や行政によ
る「備え」を検討し、提案しています。

　雨水を防災・生活・景観に活かす雨水活用計画「天水バケツ
プロジェクト」の推進と普及に取り組んでいます。このプロ
ジェクトは、誰でも気軽にはじめることのできる雨水活用型
の火災対策で、どこにでもある雨樋を少し工夫し、バケツに
貯めた雨水をいざという時の初期消火に役立てることに
よって、火災の脅威から人命と文化財を守ることが目的で
す。初期消火のほか、植栽の水やりや掃除など日常の生活に

も活用することができる環境や生物にも優しい仕組みであ
ることが特長です。
　令和7年度（2025年度）は、プロジェクトの認知度向上のた
め、8月2日・3日に開催された鴨川納涼および9月15日、11月
22日～25日に開催された錦の天神さん祭りへブース展示を
実施。デモ機を使用しながら仕組みの説明やパンフレットの
配布を行いました。

趣  旨

：令和7年（2025年）10月14日（火）
　14時00分～16時30分
：立命館朱雀キャンパスホール
：197名（申込者数：236名）

「御所水道の復元～京都を焼かない先人の知恵～」
■日　　　時

■会　　　場
■参 加 者 数

内 容

第15回
フォーラム

室崎 益輝 氏（神戸大学名誉教授）　＊コーディネーター
高橋 良和 氏（京都大学大学院工学研究科教授）
所 功 氏（京都産業大学名誉教授）

「文化財の保護と防災」
今泉 柔剛 氏（文部科学省総括審議官）

基調講演

田邊家・宮内庁資料に基づく御所水道の計画・建設について
高橋 良和 氏（京都大学大学院工学研究科教授）

文化遺産の危機管理研究会について
金 度源 氏（立命館大学理工学部准教授）

話題提供

パネル
ディス
カッション

松浦　晃一郎 氏 今泉 柔剛 氏

所 功 氏金 度源 氏 室崎 益輝 氏

高橋 良和 氏

文化遺産の保存と継承文化遺産の保存と継承
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趣  旨

：令和7年（2025年）10月14日（火）
　14時00分～16時30分
：立命館朱雀キャンパスホール
：197名（申込者数：236名）

「御所水道の復元～京都を焼かない先人の知恵～」
■日　　　時

■会　　　場
■参 加 者 数

内 容
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室崎 益輝 氏（神戸大学名誉教授）　＊コーディネーター
高橋 良和 氏（京都大学大学院工学研究科教授）
所 功 氏（京都産業大学名誉教授）

「文化財の保護と防災」
今泉 柔剛 氏（文部科学省総括審議官）

基調講演

田邊家・宮内庁資料に基づく御所水道の計画・建設について
高橋 良和 氏（京都大学大学院工学研究科教授）

文化遺産の危機管理研究会について
金 度源 氏（立命館大学理工学部准教授）

話題提供

パネル
ディス
カッション

松浦　晃一郎 氏 今泉 柔剛 氏

所 功 氏金 度源 氏 室崎 益輝 氏

高橋 良和 氏

文化遺産の保存と継承文化遺産の保存と継承
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コツコツ！日本文化の扉シリーズ

■ ：20名参加者数

第1回
祇園祭の歩き方：もっと面白い、奥深い世界へ
■
■
■

：
：
：

令和7年（2025年）6月17日（火）18時30分～20時00分
立命館 京町屋キャンパス船鉾町会所
1,000円

日 時
会 場
参 加 費

〈内 容〉
・講演 ： 秋尾 沙戸子 氏（ノンフィクション作家/明日の京都 企画調整委員）

第2回
歌舞伎・舞踊を愉しむ
～道成寺の世界～
■

■
■
■

：

：
：
：

令和7年（2025年）9月7日（日）
13時30分～15時40分
立命館 朱雀キャンパスホール
一般4,000円　学生2,000円
336名

日 時

会 場
参 加 費
参加者数

〈内 容〉
・素踊り ： 上方唄「京の四季」谷口 裕和 氏
・トークセッション ： 
　  歌舞伎舞踊を愉しむ～道成寺の世界～
　  語り手 谷口 裕和 氏、聞き手 佐賀 裕子 氏
・素踊り ： 長唄「道成寺」谷口 裕和 氏

第3回
京の大仏 AR復活シンポジウム
■

■

■
■

：

：

：
：

令和8年（2026年）1月25日（日）
10時00分～12時00分
京都国立博物館
平成知新館BF1「講堂」
1,000円（京都国立博物館入館料を含む）
55名

日 時

会 場

参 加 費
参加者数

〈内 容〉
・講演 1 ： 竹下 繭子 氏（京都国立博物館　学芸部研究員）
・講演 2 ： 吉田 武雄 氏（豊国神社 宮司）
・講演 3 ： 益田 兼房 氏（国際イコモス 文化遺産防災学術委員会 ICORP委員）
・講演 4 ： 金 　度源 氏（立命館大学 理工学部 准教授）

京の大仏 AR復活に向け、
1月23日～3月23日の期間で
クラウドファンディングを

実施しました。

■ ：20名参加者数 ■ ：99名参加者数

第4回
町家de能楽講座「野守」
■
■
■

：
：
：

令和8年（2026年）2月3日（火）19時00分～20時30分
立命館 京町屋キャンパス船鉾町会所
2,000円

日 時
会 場
参 加 費

〈内 容〉
・講座 ： 成田  　奏  氏（能楽師小鼓方幸流）
　　　  大槻　 裕一 氏（能楽師シテ方観世流）
　　　 河村 凜太郎 氏（能楽師大鼓方石井流）

第5回
都市と川と水循環
～淀川流域百年の計を考える～
■

■
■
■

：

：
：
：

令和8年（2026年）3月16日（月）
18時00分～20時30分
FabCafe Kyoto
2,000円
36名

日 時

会 場
参 加 費
参加者数

〈内 容〉
・Researchレポート ： 
　  小川 敦子 氏（株式会社ロフトワーク アートディレクター）
　  金 　度源 氏（立命館大学理工学部 准教授）
・クロストーク ： 
　  小川 敦子 氏（株式会社ロフトワーク アートディレクター）
　  金 　度源 氏（立命館大学理工学部 准教授）
　  小松 良朗 氏

株式会社日建設計 都市・社会基盤部門
都市ランドスケープデザイングループ代表

第6回
失われた塗料を求めて 古代の金漆ミステリー
■
■
■

：
：
：

令和8年（2026年）3月28日（土）14時00分～16時20分
京都府立京都学・歴彩館 1F小ホール
1,000円

日 時
会 場
参 加 費

〈内 容〉
・講演 ： 本間 幸夫 氏（漆芸家、NPO法人壱木呂の会 名誉会長）
　　　  西川 明彦 氏（宮内庁正倉院事務所 前所長）
・対談 ： 本間 幸夫 氏（漆芸家、NPO法人壱木呂の会 名誉会長）
　　　  西川 明彦 氏（宮内庁正倉院事務所 前所長）
　　　  森田 瑞穂 氏（一般社団法人Team D.I. 代表理事）

　コツコツ！は、扉をたたく音。地道に続けることの価値も含んでいます。このシリーズでは、日本の伝統文化にかか
わるさまざまな扉を用意しました。開催形式は各回工夫を凝らし、リアルあるいはオンラインのレクチャー、ワーク
ショップやフィールドワークなど、テーマに応じて変わります。令和7年度（2025年度）は、6回開催しました。シリー
ズの対象は、子どもから大人まで。参加者の皆様をあたたかく迎え、目線を合わせながら、一緒に文化を体感し、学び、
次世代に繋ぐ流れを創ります。

趣  旨

＊事前に琵琶湖疎水や、鴨川、淀川流域、
　グラングリーン大阪などで、事前リサーチを実施。

（ )

「文化遺産」を災害から守り育てる
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第14回 世界遺産「古都京都の文化財」ネットワーク会議

■
■
■

：
：
：

令和8年（2026年）2月24日（火）14時00分～16時00分
立命館朱雀キャンパス 6階601東会議室
長澤 香静 氏（ネットワーク会議副座長、京都仏教会事務局長）

日 時
会 場
司会進行

〈内 容〉
・開会挨拶： 明日の京都文化遺産プラットフォーム会長　松浦 晃一郎 氏
・講　　演：「世界遺産の緩衝地帯と日本の取組の課題―景観保全から防火防災強化へ―」 
　　　　　 益田 兼房 氏（国際イコモス文化遺産防災学術委員会ICORP執行委員）
・話題提供：「歴史的資産周辺のまちづくり」岡田 圭司 氏（京都市都市計画局都市景観部長）

　世界遺産「古都京都の文化財」をはじめとする
社寺城が一堂に集い、それぞれが抱える共通の課
題について情報共有や課題解決の糸口を探る場

として団体発足当初より開催しています。国際的な歴史都市
である京都において歴史的な建造物を持つ社寺城は、今後、
想定される大震災や火災に備えた防災対策、歴史的な景観を

守る緩衝地帯の問題など、保存と継承を巡る諸問題を多く抱
える現状にあります。第14回は文化財防災の観点を中心に京
都の現状や未来について、国際イコモス 文化遺産防災学術委
員会 ICORP執行委員の益田兼房氏よりご講演いただき、また、
京都市都市計画局都市景観部長の岡田圭司氏より、京都市に
おける具体政策のご紹介等の話題提供をいただきました。

趣  旨

明日の京都インターンシップ

京都世界遺産PBL科目

(注1)単位互換･･･他大学が提供する正規科目を履修し、自大学の単位として認定される制度。
(注2）PBL･･･Project Based Learningの略。課題解決型学習と訳される能動的学習法。

＊敬称略

仁和寺を、もっと！
Ver.3

大学コンソーシアム京都 京都世界遺産PBL科目
https://consortiumkyoto-tanigokan.jp/worldheritage/

： 京都光華女子大学
： 大島 祥子、朝比奈 英夫
： 仁和寺

開講大学
担当教員
受 入 先

醍醐寺恩賜館の現状調査
及び保存修理に向けた提言

： 京都橘大学
： 小林 裕子、山田 宏
： 醍醐寺

開講大学
担当教員
受 入 先

水をキーワードにした
「賀茂の水まつり」の活性化

： 京都産業大学
： 吉野 秋二
： 賀茂別雷神社（上賀茂神社）

開講大学
担当教員
受 入 先

概 要

概 要 概 要

受講生・関係者の声や実施科目の詳細はこちら

益財団法人大学コンソーシアム京都との連携協定のもと、京都を拠点とする約40以上の加盟大学の学生を対象とした
授業、「京都世界遺産PBL科目」を平成27年度（2015年度）から開講しています。

　世界遺産を学びのフィールドに、単位互換（注1）科目として開講されるPBL（注2）科目は全国に例のないものです。令和7年
度（2025年度）は10大学から約80名の学生が受講しました。

公

世代を担う学生に当団体の趣旨を伝え、古都京都の文化遺産を取り巻く現状や諸問題に
対する当事者意識を涵養することを目的としています。

　令和7年度（2025年度）は、夏季に4名（京都産業大学、同志社大学、佛教大学）と春季に4名（京都産
業大学、京都橘大学、同志社大学、龍谷大学）の学生を受け入れました。

世代を担う学生に当団体の趣旨を伝え、古都京都の文化遺産を取り巻く現状や諸問題に対する
当事者意識を涵養することを目的としています。
　令和7年度（2025年度）は、夏季に4名（佛教大学、京都産業大学、同志社大学）と春季に4名（京都橘
大学、龍谷大学、同志社大学、京都産業大学）の学生を受け入れました。

次

歴史と文化財が集積する仁和寺を舞
台に、大学生の視点で「より身近で魅
力ある場」にするためのプロジェク
トに取り組み、国内外の来訪者に新
たな価値を提案する。

上賀茂神社の魅力を学生の視点で発
信する。

柱傾斜を中心とした現状把握と課題
整理

二条城で学ぶ
ソーシャルマーケティング

： 同志社大学
： 多田 実
： 元離宮二条城

開講大学
担当教員
受 入 先

概 要
二条城とその周辺エリアを学びの場
としたソーシャルマーケティングを
考える

京都の文化遺産とその保護
～清水地域の防災への取り組み～

： 立命館大学
： 大窪 健之
： 清水寺

開講大学
担当教員
受 入 先

清水寺の△△の○○（良い点）を磨け！
もしくは□□（困っている点）を救え！

： 立命館大学
： 宗本 晋作、遠藤 直久、青柳 憲昌
： 清水寺

開講大学
担当教員
受 入 先

概 要 概 要
境内の魅力を再発見しそれを伸ばす、
あるいは問題点を発見しその問題解
決を図る、いずれにしても独自の視点
で新しい課題を見つけ解決する

座学・フィールドワークを通して、文化
財の価値の重要性を学び、守るために、
地域の災害危険性について考え、具体
的な検討を行う。

文化遺産の保存と継承文化遺産の保存と継承
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■

：
：
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子ども文化教室「和歌を楽しむ」

■
■
■

■

■

：
：
：

：

：

：
：
：
：
：

令和7年（2025年）8月1日（金）　13時30分～15時40分
冷泉家
明日の京都 文化遺産プラットフォーム、
NPO法人 京都観光文化を考える会・都草
野村 渚 氏（冷泉家後嗣）、
藤井 久美子 氏（NPO法人 京都観光文化を考える会・都草）
19名

日 時
会 場
主 催

講 師

参加者数

「京都の文化財を描こう」子ども絵画コンクール

■
■
■
■
■

令和7年（2025年）7月19日（土）～9月30日（火）
京都の文化財（建物、庭園、美術品、地元のお祭り等）
73点
令和8年（2026年）1月10日（土）14時00分～15時00分
立命館 朱雀キャンパスホール

募 集 期 間
題 材
応 募 総 数
表彰式日時
会 場

新春 子どもお茶会

■

■
■

■
■

：

：
：
　
：
：

令和8年（2026年）1月5日（月）
　10時の部　10時00分～11時15分
　13時の部　13時00分～14時15分
　15時の部　15時00分～16時15分
西陣の町家・古武
明日の京都 文化遺産プラットフォーム、
NPO法人 京都観光文化を考える会・都草
1,000円
22名

日 時

会 場
主 催

参 加 費
参加者数

〈内 容〉
・「西陣の町家・古武」主宰古武博司氏から町家の説明
・お茶菓子にまつわる学習
・礼儀作法と初めて茶道に触れる方向けの解説と
　茶を点てる体験

泉家後嗣の野村渚氏を講師に迎え、冷泉家の歌会を行う
お座敷で和歌を書く体験をしました。お座敷での作法、和

歌の作法を大切にしながら、和歌の披講にも挑戦しました。
なお、事前学習として、和歌の基礎・百人一首についての講義、当
日の準備（百人一首の選定等）を、京都観光文化を考える会・都草
の藤井久美子氏を講師に、オンデマンドで行いました。

冷

類共通の財産である文化遺産について、子どもたちが
その大切さを見つめ直し、次代に引き継ぐことの必要

性について考える機会とするため、京都の文化財をテーマと
する絵画コンクールを開催しました。

人

「文化遺産」に関する教育・研究と人材育成「文化遺産」に関する教育・研究と人材育成
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羅城門の再建に向けて

よみがえる羅城門特設サイト

https://tomorrows-kyoto.jp/
rajomon

　平成6年（1994年）に平安建都千二百年記念事業として、宮大工をはじめ京都の職
人たちの技術の粋を結集し、「平安京羅城門十分の一模型」が製作されました。当団体
は、この模型を京都駅前北口広場に移設し、展示しています。
　また、NPO法人 京都観光文化を考える会・都草様より看板を寄贈いただき、模型前
に設置いたしました。

〈平安京 羅城門十分の一模型の展示〉

メディア等掲載

：令和7年（2025年）10月25日（土）
　13時00分～15時50分
：立命館朱雀キャンパス 1階多目的室
：61名（申込者数：57名）

平安京のシンボル「羅城門」再建へ向けて
■日　　　時

■会　　　場
■参 加 者 数

内 容

シンポジウム

「藤原道長と土御門殿・法成寺～“光る君へ”に触れて～」
朧谷   寿  氏（同志社女子大学名誉教授）

1 部：講演

「羅城門再建への期待」
福井   均  氏（京都府建築工業協同組合副理事長）

杉本 歌子 氏（公益財団法人奈良屋記念杉本家保存会学芸部長）

本田 一泰 氏（羅城門復活研究会代表幹事）

高橋 良和 氏（京都大学大学院工学研究科教授）　
＊コーディネーター

2 部：パネルディスカッション

「宮都の変遷と羅城門」
村井 康彦 氏（羅城門復活研究会会長）

基調講演

本田 一泰 氏（羅城門復活研究会代表幹事）羅城門復活候補地報告

：令和7年（2025年）12月21日（日）
　13時30分～15時40分
：立命館朱雀キャンパスホール
：110名（申込者数：126名）

羅城門復活フォーラム 
～みやこに不可欠なワンピースを考える～
■日　　　時

■会　　　場
■参 加 者 数

内 容

フォーラム

日の京都 文化遺産プラットフォームは団体設立か
ら10年を機に、令和2年（2020年）10月20日に羅城

門再建の呼びかけと、その基本構想を発表する記者会見を
行いました。構想を具現化するためには、事業の主体とな
る実行組織が新たに必要であり、個人や企業、団体に広く
賛同を呼びかけ、その機運醸成に取り組んでいます。

明

・小嶋 一郎 氏（京都産業大学日本文化研究所上席特別客員研
究員）が、京都アスニーで実施した、講演「地名・町名で紐解
く京都の歴史～南区編～」内での使用（令和7年6月27日）
・龔 婷『平安京の様相 都市空間のあり方』臨川書店,2026年
・『京都の建物と街並み詳説絵巻』株式会社エクスナレッジ
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：110名（申込者数：126名）

羅城門復活フォーラム 
～みやこに不可欠なワンピースを考える～
■日　　　時

■会　　　場
■参 加 者 数

内 容

フォーラム

日の京都 文化遺産プラットフォームは団体設立か
ら10年を機に、令和2年（2020年）10月20日に羅城

門再建の呼びかけと、その基本構想を発表する記者会見を
行いました。構想を具現化するためには、事業の主体とな
る実行組織が新たに必要であり、個人や企業、団体に広く
賛同を呼びかけ、その機運醸成に取り組んでいます。

明

・小嶋 一郎 氏（京都産業大学日本文化研究所上席特別客員研
究員）が、京都アスニーで実施した、講演「地名・町名で紐解
く京都の歴史～南区編～」内での使用（令和7年6月27日）
・龔 婷『平安京の様相 都市空間のあり方』臨川書店,2026年
・『京都の建物と街並み詳説絵巻』株式会社エクスナレッジ
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令和7年度（2025年度） 主な活動一覧

大好評の
「明日の京都講座」を

書籍化しました！！

令和7年（2025年）

6月16日（月）

1月 5日（月）

1月10日（土）

1月25日（日）

2月 3日（火）

3月16日（月）

2月24日（火）

3月28日（土）

6月17日（火）

7月11日（金）

7月中旬～

8月 1日（金）

9月 7日（日）

8月 2日（土）～3日（日）

10月25日（土）

12月 7日（日）

10月14日（火）

12月21日（日）

令和7年度（2025年度）NPO法人社員総会

コツコツ！日本文化の扉シリーズ 第1回「祇園祭の歩き方：もっと面白い、奥深い世界へ」

令和7年度（2025年度）理事会

「京都の文化財を描こう」子ども絵画コンクール　

子ども文化教室「和歌を楽しむ」

天水バケツプロジェクト　鴨川納涼ブース展示

コツコツ！日本文化の扉シリーズ 第2回「歌舞伎・舞踊を愉しむ～道成寺の世界～」

第15回フォーラム「御所水道の復元～京都を焼かない先人の知恵～」

シンポジウム「平安京のシンボル『羅城門』再建へ向けて」

京都世界遺産PBL科目　成果報告会

羅城門復活フォーラム～みやこに不可欠なワンピースを考える～

ICOMOS－ICORP執行委員

立命館大学特別研究フェロー

明日の京都 文化遺産プラットフォーム 企画調整委員一覧
役職

委員長

京都大学大学院工学研究科教授副委員長

ノンフィクション作家

京都市都市計画局都市景観部景観政策課
歴史的景観保全担当課長

秋尾 沙戸子

株式会社毎日放送事業局事業部シニアスタッフ
京都プロジェクト

委　員

京都市文化芸術政策監

京都ブライトンホテル
ブランドコミュニケーション担当支配人

サントリー株式会社京都支社長

京都府土地開発公社理事長

羅城門復活研究会代表幹事

大阪くらしの今昔館館長、
京都大学・奈良女子大学名誉教授

京都府文化生活部文化政策室
政策推進係課長補佐

学校法人立命館理事補佐
立命館大学総合科学技術研究機構招聘教授

文化庁審議官

株式会社毎日放送事業局事業部
京都プロジェクト担当部長

京都府文化生活部文教課参事

株式会社福寿園執行役員
統括サービスグループサービス推進チーム長

庭園デザイナー烏賀陽 百合

文化庁審議官

京都府文化生活部文化政策室長

京都市文化市民局文化芸術都市推進室
文化財担当部長

関西野生生物研究所代表理学博士川道 美枝子

立命館大学理工学部環境都市工学科教授

立命館大学理工学部
環境都市工学科准教授

京都工芸繊維大学教授

京都府建築工業協同組合相談役

京都市元離宮二条城事務所所長坂井 良太朗

大日本印刷株式会社CSV西日本企画部
京都文化遺産連携プロジェクト

国立科学博物館副館長

株式会社響映企画営業部ディレクター

NPO法人京都観光文化を考える会・
都草特別顧問

元京都市消防局次長

公益財団法人奈良屋記念杉本家保存会
学芸部長

京都府神社庁主事

京都大学名誉教授

一般財団法人京都仏教会事務局長

一般財団法人京都仏教会事業部長

委　員

宮瀬 永二郎

京都府危機管理監付企画参事

神戸大学名誉教授

北法相宗宗務長、清水寺執事 教学部長

学校法人立命館理事長

一般社団法人Team D.I. 代表理事

立命館大学文学部人文学科地理学専攻
教授

京都大学大学院地球環境学堂准教授

京都市文化市民局文化芸術都市推進室
文化財保護課長

オブザーバー

アドバイザー

立命館大学理工学部
建築都市デザイン学科准教授

立命館大学名誉教授・特任教授

株式会社きんそく　技術部担当部長、
元京都市建設局防災・減災担当局長

高台寺ひらまつ総支配人山田 登喜雄

京都府左官業組合連合会相談役

宇治市都市整備部部長

立命館大学理工学部環境都市工学科准教授

古典の日推進委員会アドバイザー

学校法人立命館専務理事事務局長

氏名

日付 活動内容

令和8年（2026年）

新春　子どもお茶会

「京都の文化財を描こう」子ども絵画コンクール表彰式　

コツコツ！日本文化の扉シリーズ 第3回「京の大仏 AR復活シンポジウム」

コツコツ！日本文化の扉シリーズ 第4回「町家de能楽講座『野守』」

第14回世界遺産「古都京都の文化財」ネットワーク会議

コツコツ！日本文化の扉シリーズ 第5回「都市と川と水循環～淀川流域百年の計を考える～」

コツコツ！日本文化の扉シリーズ 第6回「失われた塗料を求めて 古代の金漆ミステリー」

日付 活動内容

所属・役職等 役職 氏名 所属・役職等

令和 8年 3月 31 日現在

購入をご希望の場合は、明日の京都 文化遺産
プラットフォーム事務局までご連絡ください。

＊敬称略・五十音順

公益財団法人京都市文化観光資源
保護財団専務理事

京都市観光政策監

NPO法人京都観光文化を考える会・
都草理事

古典の日推進委員会
ゼネラルプロデューサー

土岐　憲三

深川　良一

志方　弘樹

山本　壯太

山田　悟史

藤本　将光

米田　晃之

山本　勝己

山田　信祐

山崎　正史

山口　敬太

矢野　桂司

森田　瑞穂

森島　朋三

森尾　勇三

森　　清 顕

室﨑　益 輝

南本　隆子

万所　ルミ

松坂　浩史

益田　兼房

増井　正哉

本田　一泰

古 川  　匠

藤森　和也

平賀　徹也

林　　真 司

林　　惠 子

野﨑　貴 典

西山　真司

中西　朋子

長澤　靜敬

長澤　香静

中森　圭治

豊田　博一

鈴木　祥之

杉本　歌子

下遠　秀樹

清水　重敦

坂本　孝志

佐賀　裕子

栗原　祐司

桐 谷　　修

木村　忠紀

金　　度 源

大窪　健之

猿 渡　　毅

梅原　和久

今泉　柔剛

伊藤　真嗣

池田　直史

阿部　成樹

高橋　良和
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